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経済学における理論と実践 (443) 1I 
であり，専門的学問ではな，"政治的実践者にとって前者は欠くことができないが，
























































経済学における理論と実践 (445) 13 
を段階的に特徴づけたのである。産業資本主義段階を前段階から区別するもの
は，機械制大工業の普及とともに生じたところの，世界恐慌を頂点、とする全般
的過剰生産恐慌にしめされる矛盾の新たな様相であった。恐慌はこの新たな矛
盾の解決形態であるとと唱に，矛盾激化の表現でもあったのである。注意すベ
きことは，との解決形態は商品突換の矛盾がその解決形態としての貨幣を生み
だすというのとは，同じ解決形態といっても，まョった〈その性質壱異にしてい
"0貨幣形態の発生も，商品生産の矛盾寺拡大再生産するのみならず恐慌の抽
象的可能性字書え生みだすけれども，商品生産そのものの危機を現実化しな
いn これに反して，恐慌は，一面では過剰生産力の破壊によって資本主義の発
展のあらたな条件壱っくりだすが，同時に資本主義的生産様式そのものがすで
に時代遅れになった lことを赤裸々にしめすことによって，資本主義そのものを
危機に直面させる。それは，なお全般的危機ではないが，危機の周期的な露呈
である。危機の質的な発展が段階規定を意味あらしめるのである。
3 マルクスの経済理論はこのような弁証法的，歴史主義的特徴をもってい
たからこそ， 19世紀末以後の資本主義のあらたな発展段階に対しても適用・具
体化されうる可能性をもったのであれレーエンはそれを実証してみせたので
あ志。マルクス経済学の理論の螺線的進行の形態は客観的過程そのものにふく
まれている質的発展の概念的な反映にすぎない。すなわち，飛躍的発展の歴史
的条件の発生を必然的・法則的なものとして把握することを可能ならしめるこ
とによって，機械的法則観の狭溢さを打破し，歴史の法則的説明をなしとげ，
歴史過程をその連続性と非連続性の統ーとし1ー の弁証法的過程としてとらえる
ことができたのである。そして経済学が歴史的条件の発展に応じて，無限に自
己を具体化しながら，全体として統一的体系性をたもちうる路をひらいたので
あ る。(未完〉
